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　歯科医師・五島朋幸先生主宰の新宿食支援研究会
では，「最期まで口から食べられる街，新宿」とし
て，介護関連職種（医師，歯科医師，歯科衛生士，
栄養士・管理栄養士，看護師，リハビリ職など23
職種）が主体となり，『食支援の対象者を「見つけ
る人」，これを専門職に「つなげる人」，食べられる
ように「結果を出す人」を無限に作り出す街づくり
をし，この活動を社会全体に「広める」』を理念に
活動しています（それぞれのローマ字の頭文字を
取って「MTK ＆ H Ⓡ」と呼称）．この活動には，
本協議会会員企業（㈱明治，アサヒグループ食品
㈱，ハウス食品㈱，マルハニチロ㈱，㈱ヤヨイサン
フーズ）も介護食品の製造・販売の立場でワーキン
ググループ（WG）の一つとして参加しています．
我々の WG としてはもちろん UDF を広めること
が最大のテーマです（2017年10月号）．
　昨年，上記の理念を広く打ち出すため，初めての
フォーラム（全国大会）が開催されましたが，我々
の WG では UDF の区分（食べやすさ）をそのま
まに「病態別食における UDF の活用」（2018年５
月号）をテーマとしてお伝えしました．
　今年も第２回目が９月２日に行われましたが，五
島先生の発案をもとに，今回は「健常者がおいしく
食べられる UDF」として，食事介護とは正反対の
提案を行いました．これは「介護食品はその用途だ
け」という固定観念を「UDF は考え方ひとつでど
のようにも使える」に，柔軟に転換してみてはとい
うものです．UDF を一般の料理素材として活用す
るということですので，一つ間違えれば，「UDF は
何のために物性を調整した加工食品としているの
か」というジレンマに見舞われるものでもあります．
しかし，この発想は，普段 UDF を使って食事介護
をしている（食事面で健常な）ご家族の皆さんにも，
目先を変えるだけで UDF を食べていただけるシー
ンが広がるという点を伝える試みとして有効と考え
ました．これは，「UDF の規格を遵守し，食べやす
い食品をお届けする」という本来の本会の趣旨から
はなかなか提案できる考え方ではありませんので，

やはり新宿食支援研究会ならではのものです．
　当日は，一般を含む多くの来場者に資料を受け
取っていただけました．今回提案した13レシピの
うち，一つをご紹介します．

【会議，催事等の予定】
10月10日（水）～12日（金）第45回国際福祉機器展
（東京ビッグサイト）
10月17日（水）第３回普及委員会（TKP 神田駅前ビ
ジネスセンター会議室）
10月23日（火）第３回容器包装研究会（本会会議室）

【UDF商品登録状況（2,023品目・8月末現在）】

【会員の異動（８月）】
　計77社（８月末現在）．

◎�日本介護食品協議会では会員企業を募集していま
す．協議会とユニバーサルデザインフードについ
ては事務局までご連絡ください．

　事務局：東京都千代田区神田東松下町10−２
　　　　　翔和神田ビル３階
　　　　　TEL　03－5256－4804
　　　　　FAX　03－5256－4805
　　　　　http://www.udf.jp/

日本介護食品協議会コーナー

区分１ 区分 2 区分 3 区分 4 とろみ調整 合計
乾燥食品 0 4 12 0 90 106
冷凍食品 302 253 719 30 0 1,304
常温食品 146 143 201 122 1 613
合 計 448 400 932 152 91 2,023

健常者がおいしく食べられるUDF


